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関西大学独逸文学会会則
第1条本学会は関西大学独逸文学会と称する
第2条本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
第3条本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行なう
第4条本学会は次の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生中の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
第5条本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が委員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手．および互選された学生・院生・卒業生の若干
名に委員会ｶﾐ委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
第6条機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
第7条会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
第8条会費は年額1,000円とする
第9条本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
第10条会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額1,000円（第8条）は昭和43年度よりとし,42年度以前入学
の学部学生の会費は据置とする
関西大学独逸文学会行事記録
（昭和“年1月～“年12月）
〇昭和“年6月1日 昭和伍年度総会ならびに第80回研究発表会
1. 総会
会計・編集報告および委員会提案の規約改正案を承認
1. 研究発表
r『チューリヒ文学論争』について.J 植松健郎
出席者 40名
（なお，秋季研究発表会は学内情勢のため中止致しました）
第 16号投稿について
枚 数 400字詰 40枚以内（ドイツ文の場合は 6,000
語以内）
横書きで 完全原稿のこと
レジュメ ドイツ文 500語程度（本文がドイツ文の場合
はレジュメ不要）
申込締切日 昭和45年 6月30日（論題・予定枚数明示）
原稿締切日 昭和45年9月15日（期限厳守）
申込ならびに 吹田市山手町8丁目a-as C蜀564)
原稿送り先 関西大学文学部独逸文学科研究室
編集後記
本年度は多くの大学での紛争のために，本学会会員諸氏も多忙になられ，平常よりは原
稿の集りが悪かった。幸いにして大阪大学の吉田氏，大阪音楽大の山本氏，本学大学院博
士過程出の親和女子大の渡辺氏，同じく本学大学院博士過程在学中の木村氏から原稿をい
ただいて第15号を出し得たことは喜びにたえません。
従来2回に亘って掲載しました故高尾先生の御遺稿は今後本会誌を経ずに発刊されるこ
とになりました。
本号の企画は本学独逸文学科専任一同が当たりましたが，校正は執筆者にお願いしまし
た。 （見次）
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